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はならない経過を辿ることになる。
子どもが体験した親の離婚は、育児機能の混
乱、経済水準の低下をもたらし、非行や引きこ
もりなどの問題行動が起こりやすいなど、主と
して影の部分への危惧が大きく取り上げられ、
そのことが離婚そのものへの危惧や偏見の素地
になってきた。しかし、離婚体験を通して得た
ものは失ったものを上回ることもありうるし、
その試練をとおして人間としてより強く、成長
することもできる。親の離婚という出来事を、
子どもはどのように評価し、どのように乗り越
えようとしてきたのか、さらに痛手を軽減した
り、困難を克服するためにはどのようなことが
求められているのかが重要なこととなる。
(２) これまでの研究
離婚先進国と言われ、高い離婚率を示すアメ
リカでは、家庭崩壊に遭遇した子どもの心理障
害や社会的不適応が社会問題化し、親が離婚し
た子どもの精神状態や親子関係に焦点を当てた
調査研究がなされている。1978年に、心理臨床
家である J.S.ワラーシュタインと J.B.ケリー
は、カリフォルニア州北部に住む、離婚した未
成年の子どもをもつ60組の夫婦とその131人の
学齢前の子どもに焦点をあて、その子ども達の
もつ資質や親子関係・監護環境等を分析した「離
婚を乗り切る子どもたち」と題する論文を発表
している。
1970年代は、アメリカの各州では有責主義か
ら破綻主義に離婚法の改正が行われ、やがて欧
州各国にも破綻主義が及ぼうとする時期であっ
た。ワラーシュタインはこの調査の18ヶ月後、
さらに５年後、10年後、25年後と25年間に亘っ
て追跡調査を行っている。その結果によると、
離婚が子どもに与える影響は長期に及び、親の
離婚から20年以上経過して成人期に達している
子ども達にも深刻な心理的影響が認められたと
している。多くの子どもが異性との恋愛や親密
所に調停の申立をする際の動機をみると、夫も
妻も、「性格が合わない」が最も多く、次いで「異
性関係」となっている。妻の理由では暴力や生
活費、精神的虐待などが挙げられているが、「お
互いに性格が合わない」、「愛情が感じられなく
なった」などの理由で、より自分らしく生きる
ための再出発として離婚を求める夫婦の姿が見
られる。
未成年者の子どもがいる場合には夫と妻のど
ちらが親権者となるかを決めなければ離婚はで
きない。戦後は、子どもは「家の子」として世
継ぎとみなされていたことや母親が引き取って
も経済的に養育が困難であったことなどから、
夫が親権者になることが多かったが、女性の社
会進出が進んだこと、福祉政策の充実などを受
けて、1965年以降は母親が親権者となることが
増え続け、子ども達の約８割は母親に引き取ら
れている（厚生統計協会）。しかし、離婚に際し
て、夫婦のどちらが親権者になるのか、どちら
が子どもを引き取って養育するのかを決めると
きには、争いは深刻化している。
離婚は夫婦にとって大きな危機であるが、子
どもにとっても成長過程で遭遇した父母の離婚
は、単に養育環境の変化というだけにとどまら
ない。父母の離婚を、子ども達はどのように体
験し、受けとめているのか、そして、その後の
子どもの成長にどのような影響を与えているの
かなど大きな課題である。離婚に際しては、子
どもは何らかの喪失・苦痛・被害を受ける立場
にありながら、「影の存在」として扱われ、子ど
も自身が気持ちを述べたりする機会もなく、夫
婦関係の摩擦・緊張・不和・冷戦・別居・離婚
というプロセスを息を殺して見つめ、時には交
渉の駆け引きや綱引きの道具とされることすら
あるのが実情である。家庭の維持・再生か、離
別・解体かの人生の岐路に立たされながら、子
どもは非力な立場に置かれており、「子は鎹」と
要約
子どもは、親の離婚をどう受けとめ、どのような影響を受けるのかについての調査結果をまとめ
た。離婚の前には、父母間の激しい争い又は冷え切った雰囲気の中で、子どもは息を殺して推移を
見守り、離婚になったら自分はどこで、誰と暮らすことになるのだろうかと不安と緊張に包まれて
いる。離婚後は、別れて暮らす親の喪失感と悲哀感、激変する生活環境への不安感、世間の偏見と
哀れみのまなざしを意識して友達にも言えない寂しさ、孤独感に悩んでいる。離婚する際には、な
ぜ離婚するのか、離婚したら生活環境がどう変るのかなどを分かるように説明し、子どもの気持ち
を十分に聴いて、配慮してくれることを子ども達は望んでいる。また、子どもは離婚は仕方がなか
ったと受け入れている場合が多いが、基本的には両親の離婚を望んでおらず、たとえ離婚してもど
ちらの親からも愛されたいと望み、別れて暮らす親への思いを胸に抱えている。何よりも、子ども
達は、同居している親や友達などには話せない胸の中を、気軽に話し、聴いてもらえる場や支援を
望んでいる。
（厚生労働省「人口動態統計」による）、離婚の
増加に伴って、親の離婚を経験している子ども
も増えている。
日本での離婚の方法は協議離婚、調停離婚、
審判離婚、裁判離婚とあるが、夫婦双方が合意
すれば届を出すだけで認められる協議離婚が最
も多く、約90％を占めている。夫婦の一方が離
婚や離婚の条件に納得できなければ家庭裁判所
に調停の申立をし、そこで合意に至って離婚が
成立する調停離婚が約８％である。協議離婚で
は離婚の理由や原因は不明であるが、家庭裁判
１ はじめに
(１) 離婚の実情
戦後の復興期を過ぎた昭和40年頃から日本で
の離婚は増加傾向にあり、バブル期には一時減
少したものの増加傾向が続いてきた。平成14年
には離婚件数は280,836件となり、平成15年、16
年は幾分減少して平成16年には267,000件とな
っている。このうち同居期間５年未満の夫婦が
約40％、10年未満では半数を超えており、年齢
で見ると10代から30代の夫婦の離婚が多く、子
どものある夫婦の離婚は約６割を占めており
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はならない経過を辿ることになる。
子どもが体験した親の離婚は、育児機能の混
乱、経済水準の低下をもたらし、非行や引きこ
もりなどの問題行動が起こりやすいなど、主と
して影の部分への危惧が大きく取り上げられ、
そのことが離婚そのものへの危惧や偏見の素地
になってきた。しかし、離婚体験を通して得た
ものは失ったものを上回ることもありうるし、
その試練をとおして人間としてより強く、成長
することもできる。親の離婚という出来事を、
子どもはどのように評価し、どのように乗り越
えようとしてきたのか、さらに痛手を軽減した
り、困難を克服するためにはどのようなことが
求められているのかが重要なこととなる。
(２) これまでの研究
離婚先進国と言われ、高い離婚率を示すアメ
リカでは、家庭崩壊に遭遇した子どもの心理障
害や社会的不適応が社会問題化し、親が離婚し
た子どもの精神状態や親子関係に焦点を当てた
調査研究がなされている。1978年に、心理臨床
家である J.S.ワラーシュタインと J.B.ケリー
は、カリフォルニア州北部に住む、離婚した未
成年の子どもをもつ60組の夫婦とその131人の
学齢前の子どもに焦点をあて、その子ども達の
もつ資質や親子関係・監護環境等を分析した「離
婚を乗り切る子どもたち」と題する論文を発表
している。
1970年代は、アメリカの各州では有責主義か
ら破綻主義に離婚法の改正が行われ、やがて欧
州各国にも破綻主義が及ぼうとする時期であっ
た。ワラーシュタインはこの調査の18ヶ月後、
さらに５年後、10年後、25年後と25年間に亘っ
て追跡調査を行っている。その結果によると、
離婚が子どもに与える影響は長期に及び、親の
離婚から20年以上経過して成人期に達している
子ども達にも深刻な心理的影響が認められたと
している。多くの子どもが異性との恋愛や親密
所に調停の申立をする際の動機をみると、夫も
妻も、「性格が合わない」が最も多く、次いで「異
性関係」となっている。妻の理由では暴力や生
活費、精神的虐待などが挙げられているが、「お
互いに性格が合わない」、「愛情が感じられなく
なった」などの理由で、より自分らしく生きる
ための再出発として離婚を求める夫婦の姿が見
られる。
未成年者の子どもがいる場合には夫と妻のど
ちらが親権者となるかを決めなければ離婚はで
きない。戦後は、子どもは「家の子」として世
継ぎとみなされていたことや母親が引き取って
も経済的に養育が困難であったことなどから、
夫が親権者になることが多かったが、女性の社
会進出が進んだこと、福祉政策の充実などを受
けて、1965年以降は母親が親権者となることが
増え続け、子ども達の約８割は母親に引き取ら
れている（厚生統計協会）。しかし、離婚に際し
て、夫婦のどちらが親権者になるのか、どちら
が子どもを引き取って養育するのかを決めると
きには、争いは深刻化している。
離婚は夫婦にとって大きな危機であるが、子
どもにとっても成長過程で遭遇した父母の離婚
は、単に養育環境の変化というだけにとどまら
ない。父母の離婚を、子ども達はどのように体
験し、受けとめているのか、そして、その後の
子どもの成長にどのような影響を与えているの
かなど大きな課題である。離婚に際しては、子
どもは何らかの喪失・苦痛・被害を受ける立場
にありながら、「影の存在」として扱われ、子ど
も自身が気持ちを述べたりする機会もなく、夫
婦関係の摩擦・緊張・不和・冷戦・別居・離婚
というプロセスを息を殺して見つめ、時には交
渉の駆け引きや綱引きの道具とされることすら
あるのが実情である。家庭の維持・再生か、離
別・解体かの人生の岐路に立たされながら、子
どもは非力な立場に置かれており、「子は鎹」と
要約
子どもは、親の離婚をどう受けとめ、どのような影響を受けるのかについての調査結果をまとめ
た。離婚の前には、父母間の激しい争い又は冷え切った雰囲気の中で、子どもは息を殺して推移を
見守り、離婚になったら自分はどこで、誰と暮らすことになるのだろうかと不安と緊張に包まれて
いる。離婚後は、別れて暮らす親の喪失感と悲哀感、激変する生活環境への不安感、世間の偏見と
哀れみのまなざしを意識して友達にも言えない寂しさ、孤独感に悩んでいる。離婚する際には、な
ぜ離婚するのか、離婚したら生活環境がどう変るのかなどを分かるように説明し、子どもの気持ち
を十分に聴いて、配慮してくれることを子ども達は望んでいる。また、子どもは離婚は仕方がなか
ったと受け入れている場合が多いが、基本的には両親の離婚を望んでおらず、たとえ離婚してもど
ちらの親からも愛されたいと望み、別れて暮らす親への思いを胸に抱えている。何よりも、子ども
達は、同居している親や友達などには話せない胸の中を、気軽に話し、聴いてもらえる場や支援を
望んでいる。
（厚生労働省「人口動態統計」による）、離婚の
増加に伴って、親の離婚を経験している子ども
も増えている。
日本での離婚の方法は協議離婚、調停離婚、
審判離婚、裁判離婚とあるが、夫婦双方が合意
すれば届を出すだけで認められる協議離婚が最
も多く、約90％を占めている。夫婦の一方が離
婚や離婚の条件に納得できなければ家庭裁判所
に調停の申立をし、そこで合意に至って離婚が
成立する調停離婚が約８％である。協議離婚で
は離婚の理由や原因は不明であるが、家庭裁判
１ はじめに
(１) 離婚の実情
戦後の復興期を過ぎた昭和40年頃から日本で
の離婚は増加傾向にあり、バブル期には一時減
少したものの増加傾向が続いてきた。平成14年
には離婚件数は280,836件となり、平成15年、16
年は幾分減少して平成16年には267,000件とな
っている。このうち同居期間５年未満の夫婦が
約40％、10年未満では半数を超えており、年齢
で見ると10代から30代の夫婦の離婚が多く、子
どものある夫婦の離婚は約６割を占めており
３ 調査
平成15年10月に18歳から22歳までの女子大学
生65人に実施した予備調査を踏まえて本調査を
実施した。
(１) 調査期間
平成16年６月～同年10月末日まで
(２) 調査対象者
対象者は、①家庭問題情報センターのホーム
ページに掲載した調査対象者としての協力要請、
②朝日新聞及び日本経済新聞での研究紹介、③
親権者指定に関する民事鑑定を行った鑑定人の
紹介などを通じて、調査研究の趣旨を知り、調
査への協力を申し出た人で、子どもとして親の
離婚を経験した人96人である。
なお、親として離婚を経験した人からの調査
協力者は101人であったことを付記しておく。
(３) 調査事項
調査事項は、①親の離婚、②親の離婚後の生
活等、③同居していない親との交流、養育費、
④親の離婚についての考えなどである。
(４) 調査の方法
調査票への回答による方法と面接調査による
方法で、いずれを採るかは調査協力者の意向に
従った。調査用紙への回答は、家庭問題情報セ
ンターのホームページへの書込み、又は郵送に
よった。面接調査は筆者及び家庭問題情報セン
ターの会員で、臨床心理士又は専門的な教育を
受けている者で、原則として２名で行った。
子としての
立場
親としての
立場調査方法 合計
男性 女性 男性 女性
鑑 定 3 1 4 4 12
面接
希望者 5 17 4 18 44
郵 送 0 7 1 11 19
インターネット 13 50 12 47 122
合 計 21 75 21 80 197
な関係の形成が課題となる時期に親の離婚の影
響が現れ、親と同じように別れていたり、別れ
を繰り返しているものが多かったという。
離婚が子どもに与える影響について種々の調
査・研究を踏まえて、アメリカの離婚法は単独
親権から共同親権に、さらに離婚後の子どもと
の面接交流など様々な改善が行われてきている。
日本では、離婚した親については、近年、様々
の研究で取り上げられているが、親の離婚を経
験した子どもに関しては、池田由子や棚瀬一代
らが親の離婚が子どもにもたらす影響について
考察しているものの、調査研究は殆ど着手され
ていない実情にある。小田切紀子は、2000年か
ら2002年にかけて離婚をした父親13人、母親39
人に調査するとともに、子ども11人に調査して
考察し、『離婚を乗り越える―離婚家庭への支援
をめざして―』にまとめている。
２ 調査の目的
わが国での離婚の実情、親の離婚を経験した
子どもが増えているにもかかわらず、そうした
子どもについて調査研究が殆んどなされていな
い実情を踏まえて、親の離婚が子どもにどのよ
うな影響を与えているのか、子どもは親の離婚
をどのように受けとめているのか、子どもが受
けとめている親の離婚のプラスとマイナス、そ
して子どもはどのようにして親の離婚を乗り越
えようとしているのか、子どもは親や社会に何
を求めているのかについて調査を実施した。
本研究は、家庭問題を専門的に援助している
社団法人家庭問題情報センターが独立行政法人
福祉医療機構の助成を受けて、離婚による養育
環境の変化が子どもの成長にもたらす影響につ
いて、親と子どもに調査を実施したものの一部
であり、筆者が担当した子どもの調査結果を報
告書にまとめ、更に第24回日本心理臨床学会で
発表したものに、加筆してまとめたものである。
(５) まとめの方法
数量的な分析を行うと共に、質的分析を中心
として取りまとめた。
４ 調査結果
(１) 回答者の実情
現在の年齢
子の年齢構成 男性 女性 合計
10代 8 12 20
20代 9 24 33
30代 3 18 21
40代 1 12 13
50代 0 3 3
60代以上 0 6 6
合 計 21 75 96
離婚時の年齢
離婚時の年齢 人数
１～５歳 19
６～９歳 23
10～12歳 23
13～15歳 10
16～19歳 14
20歳以上 7
合 計 96
離婚後の経過年数
離婚後の年数 男性 女性 合計
５年以下 7 10 17
６～10年 2 10 12
11～15年 5 7 12
16～20年 4 10 14
21～25年 1 10 11
26年以上 2 28 30
合 計 21 75 96
(２) 回答結果
ア 親などから離婚の説明があったか
離婚の説明の有無 人数
親から説明があった 70
親以外（祖父母・親戚・裁判
所など）から説明があった
7
説明がなかった 17
不明・無回答 2
合 計 96
イ 誰から説明を受けたか
―親から説明を受けた70人の内訳
説明した親 人数
同居している親 51
同居していない親 7
父母双方から 10
不明・無回答 2
ウ 離婚について子どもの意見の聴取と意見
賛成 反対 その他 無回答
言えた 20 2 1 4聞か
れた 言えず 0 1 2 0
聞かれない 4 1 3 51
無回答 0 0 0 7
合 計 24 4 6 62
エ 面会交流
あり なし 無回答 合計
父 8 8 1 17
監護親 母 41 27 2 70
小計 49 35 3 87
父母以外 0 1 1 2
独立･成人 7 0 0 7
合 計 56 36 4 96
５ 考察―離婚についての子どもの思い
(１) 事例から
事例１ 「説明もせず、出て行くなんて?」
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３ 調査
平成15年10月に18歳から22歳までの女子大学
生65人に実施した予備調査を踏まえて本調査を
実施した。
(１) 調査期間
平成16年６月～同年10月末日まで
(２) 調査対象者
対象者は、①家庭問題情報センターのホーム
ページに掲載した調査対象者としての協力要請、
②朝日新聞及び日本経済新聞での研究紹介、③
親権者指定に関する民事鑑定を行った鑑定人の
紹介などを通じて、調査研究の趣旨を知り、調
査への協力を申し出た人で、子どもとして親の
離婚を経験した人96人である。
なお、親として離婚を経験した人からの調査
協力者は101人であったことを付記しておく。
(３) 調査事項
調査事項は、①親の離婚、②親の離婚後の生
活等、③同居していない親との交流、養育費、
④親の離婚についての考えなどである。
(４) 調査の方法
調査票への回答による方法と面接調査による
方法で、いずれを採るかは調査協力者の意向に
従った。調査用紙への回答は、家庭問題情報セ
ンターのホームページへの書込み、又は郵送に
よった。面接調査は筆者及び家庭問題情報セン
ターの会員で、臨床心理士又は専門的な教育を
受けている者で、原則として２名で行った。
子としての
立場
親としての
立場調査方法 合計
男性 女性 男性 女性
鑑 定 3 1 4 4 12
面接
希望者 5 17 4 18 44
郵 送 0 7 1 11 19
インターネット 13 50 12 47 122
合 計 21 75 21 80 197
な関係の形成が課題となる時期に親の離婚の影
響が現れ、親と同じように別れていたり、別れ
を繰り返しているものが多かったという。
離婚が子どもに与える影響について種々の調
査・研究を踏まえて、アメリカの離婚法は単独
親権から共同親権に、さらに離婚後の子どもと
の面接交流など様々な改善が行われてきている。
日本では、離婚した親については、近年、様々
の研究で取り上げられているが、親の離婚を経
験した子どもに関しては、池田由子や棚瀬一代
らが親の離婚が子どもにもたらす影響について
考察しているものの、調査研究は殆ど着手され
ていない実情にある。小田切紀子は、2000年か
ら2002年にかけて離婚をした父親13人、母親39
人に調査するとともに、子ども11人に調査して
考察し、『離婚を乗り越える―離婚家庭への支援
をめざして―』にまとめている。
２ 調査の目的
わが国での離婚の実情、親の離婚を経験した
子どもが増えているにもかかわらず、そうした
子どもについて調査研究が殆んどなされていな
い実情を踏まえて、親の離婚が子どもにどのよ
うな影響を与えているのか、子どもは親の離婚
をどのように受けとめているのか、子どもが受
けとめている親の離婚のプラスとマイナス、そ
して子どもはどのようにして親の離婚を乗り越
えようとしているのか、子どもは親や社会に何
を求めているのかについて調査を実施した。
本研究は、家庭問題を専門的に援助している
社団法人家庭問題情報センターが独立行政法人
福祉医療機構の助成を受けて、離婚による養育
環境の変化が子どもの成長にもたらす影響につ
いて、親と子どもに調査を実施したものの一部
であり、筆者が担当した子どもの調査結果を報
告書にまとめ、更に第24回日本心理臨床学会で
発表したものに、加筆してまとめたものである。
(５) まとめの方法
数量的な分析を行うと共に、質的分析を中心
として取りまとめた。
４ 調査結果
(１) 回答者の実情
現在の年齢
子の年齢構成 男性 女性 合計
10代 8 12 20
20代 9 24 33
30代 3 18 21
40代 1 12 13
50代 0 3 3
60代以上 0 6 6
合 計 21 75 96
離婚時の年齢
離婚時の年齢 人数
１～５歳 19
６～９歳 23
10～12歳 23
13～15歳 10
16～19歳 14
20歳以上 7
合 計 96
離婚後の経過年数
離婚後の年数 男性 女性 合計
５年以下 7 10 17
６～10年 2 10 12
11～15年 5 7 12
16～20年 4 10 14
21～25年 1 10 11
26年以上 2 28 30
合 計 21 75 96
(２) 回答結果
ア 親などから離婚の説明があったか
離婚の説明の有無 人数
親から説明があった 70
親以外（祖父母・親戚・裁判
所など）から説明があった
7
説明がなかった 17
不明・無回答 2
合 計 96
イ 誰から説明を受けたか
―親から説明を受けた70人の内訳
説明した親 人数
同居している親 51
同居していない親 7
父母双方から 10
不明・無回答 2
ウ 離婚について子どもの意見の聴取と意見
賛成 反対 その他 無回答
言えた 20 2 1 4聞か
れた 言えず 0 1 2 0
聞かれない 4 1 3 51
無回答 0 0 0 7
合 計 24 4 6 62
エ 面会交流
あり なし 無回答 合計
父 8 8 1 17
監護親 母 41 27 2 70
小計 49 35 3 87
父母以外 0 1 1 2
独立･成人 7 0 0 7
合 計 56 36 4 96
５ 考察―離婚についての子どもの思い
(１) 事例から
事例１ 「説明もせず、出て行くなんて?」
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（離婚時15歳、現在40代女性)
小学校時に父親が失業し、母親が仕事に出て、
休日も家にいないことが多く、父母の仲が悪く
なった。高１の夏休み前、朝父母が喧嘩をし、
母が何も持たずに出て行き、二度と戻らなかっ
た。15歳だったのに、何の説明もなく、意見も
聞かれず、母は突然家を出た。離婚しないでほ
しかった。一人っ子で話す相手がいなくて、机
の下で泣いていた。３年後に母から会いたいと
言ってきたが、謝罪もなく、拒否した。母から
捨てられたという思いを消せず、私は駄目なん
だと思い、引け目を感じるようになった。父子
家庭で就職時もハンディがあった。親友以外に
は言えなかった。捨てられた思いはどんなに穴
埋めされても埋められず、一生消えない。
事例２ 「母に離婚を勧めたが、傷は癒えない」
（離婚時18歳、現在40代女性)
父は飲酒と母への暴力があり、子どもは怯え
て暮らしていた。このままでは母が殺されるの
ではないかと心配で、早く離婚してほしかった。
高校入学時に私一人母の実家に行った。母も１
年後に来て、卒業時に離婚した。母は決心がつ
かない様子でいたので、私が母に離婚を勧めた。
離婚は当然と思っていたが、友達には隠してい
たので、親や家庭のことが話題になるのを避け
ていた。「親が離婚しているから」、「母子家庭だ
から」と言われないようにいつも気を張り、後
ろ指を指されないように頑張っていた。
離婚後父とは会っていない。父を怖い人と思
い、会うことはなかったが、自分が親になって、
父の生い立ちを考え、気の毒な育ち方をした人
と思うようになり、自分のルーツとして父の生
き方を詳しく知りたいと思うようになった。子
どもから祖父のことを聞かれるが、話せないで
いる。
事例３ 「離婚?冗談?本当?」
（離婚時11歳、現在10代男児)
離婚のかなり前から母から離婚するかもと聞
いていたが、冗談だろうと思っていた。引越屋
が来て、本当に引越するのだと思った。離婚し
ないでほしいことを言ったが聞いてもらえなか
った。離婚しないでほしかった。父は涙もろく
なった。親の離婚でいいことなんて一つもない。
子どもの思いをまとめると、①自分も家族の
一員であり、当事者の一人ということを忘れな
いでほしい。親が勝手に決めないでほしい。き
ちんと説明してほしい。②「言わないけど察し
てほしい」という姿勢に逃げこまないでほしい。
③転校しなくてすむか等、離婚によって予想さ
れる生活の変化について聞きたい。野球、サッ
カー、友達、習い事がどうなるか知りたい。④
単に「別れることになった」という結論だけで
なく、父母がどういう話合いをしたか、それぞ
れがどういう考えでこうなったかを、親になっ
た責任を果たす意味でも説明してほしいという
ことになる。
「子どもが生きている世界」としての生活環境
の変化は親が思っている以上に子どもにとって
は重要なことであり、非常につらいことである
ことが窺える。
意見を聞かれて、はっきりと自分の意見を言
う子どもがいるが、自由に意見を言える雰囲気
ではないこと、「自分が何か言うことで、離婚や
どちらの親と住むかが決まってしまうのではな
いか」という責任の重さに何も言えなくなって
いる子どももおり、離婚後１年しか経過してい
ない人も、20年、30年以上経過している人も、
親の離婚による混乱と痛手は変らず、子どもは
どのように考えればいいのかわからない、困惑
しているという心情でいる。
親は、こうした親の離婚についての子どもの
思いをしっかりと受けとめ、「離婚は親の責任で
あること」、「どんなことがあっても子どもを愛
していること」、「離婚しても一生親子であるこ
と」、「会いたければ会えること」をはっきりと
子どもに伝えることが必要である。
(２) 離婚に対する意見
離婚に対する考え 離婚時(％) 現在(％)
離婚してよかった 19（20） 30（31）
離婚は仕方がない 24（25） 34（36）
離婚してほしく
なかった
30（31） 16（17）
分からない・その他 17（18） 10（10）
無回答 6（ 6） 6（ 6）
親の離婚を子どもはどのように受けとめてい
るかについて、離婚当時と現在と比較すると、
次のようにまとめられる。離婚当時は「離婚し
てよかった」と回答している子どもが20％、「離
婚は仕方がなかった」と回答している子どもが
25％であったのが、現在ではそれぞれ10％程度
増え、逆に「離婚してほしくなった」と回答し
ている子どもが31％から17％に、「分からない・
その他」と回答している子どもは18％であった
のが10％に減少している。
離婚当時には、「離婚してほしくなかった」「分
からない」と回答している子どもが49％であっ
たのが、現在では27％に減少し、現在の心境と
して「離婚は仕方がなかった」「離婚してよかっ
た」と回答し、離婚を受け入れ、肯定している
子どもは67％に達している。
この数字に示されている離婚当時と現在との
離婚に対する受けとめ方の変化は、離婚当時の
ショック、今後どうなるのか分からないという
将来の見通しが不明で、不安な状態から、ある
年月を経て家庭状況の変化や新しい環境に適応
し、現実を受け入れ、肯定することで現在の自
分を受け入れようとしていることが理解できる。
苦しみながらも、新しい環境への適応を通して
獲得した成長がこの変化をもたらしていると言
える。
(３)「子どものために離婚すべきではない」
という意見について子どもはどう考え
ているか
離婚についての意見 子どもの回答
離婚すべきではない 14（15％)
離婚すべきでないと
は言えない
42（44％)
どちらとも言えない 36（38％)
無回答 4（ 4％)
子どもの15％が子どものために「離婚すべき
ではない」と回答し、44％の子どもが「離婚す
べきではないとは言えない」と回答している。
子どもは離婚について肯定し、受け入れている
と思われる。しかし、「どちらとも言えない」と
回答している子どもが38％もいることは、肯定
も否定もできないという複雑な心情を反映して
いると思われる。
具体的にどのような意見を記載しているかに
ついて整理すると次のようになる。
離婚についての考え方
「離婚すべきではないという考え方」に賛成
15％
自分の存在感が不明になる
父親と母親がいることが自分の存在を実感
することが出来る。何故自分は生まれたの
かという悩みを抱かないですむ。
子どものため
子どもが可愛そう。両親がいることは子ど
もの心の安定になる。
親としての責任
親としての責任がある。片親ではできなこ
とがある。片親では取り返しがつかないこ
とがある。
その他
人間不信になる。結婚・出産・離婚などす
べて自分の思う通りにするという風潮に流
されてほしくない。
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（離婚時15歳、現在40代女性)
小学校時に父親が失業し、母親が仕事に出て、
休日も家にいないことが多く、父母の仲が悪く
なった。高１の夏休み前、朝父母が喧嘩をし、
母が何も持たずに出て行き、二度と戻らなかっ
た。15歳だったのに、何の説明もなく、意見も
聞かれず、母は突然家を出た。離婚しないでほ
しかった。一人っ子で話す相手がいなくて、机
の下で泣いていた。３年後に母から会いたいと
言ってきたが、謝罪もなく、拒否した。母から
捨てられたという思いを消せず、私は駄目なん
だと思い、引け目を感じるようになった。父子
家庭で就職時もハンディがあった。親友以外に
は言えなかった。捨てられた思いはどんなに穴
埋めされても埋められず、一生消えない。
事例２ 「母に離婚を勧めたが、傷は癒えない」
（離婚時18歳、現在40代女性)
父は飲酒と母への暴力があり、子どもは怯え
て暮らしていた。このままでは母が殺されるの
ではないかと心配で、早く離婚してほしかった。
高校入学時に私一人母の実家に行った。母も１
年後に来て、卒業時に離婚した。母は決心がつ
かない様子でいたので、私が母に離婚を勧めた。
離婚は当然と思っていたが、友達には隠してい
たので、親や家庭のことが話題になるのを避け
ていた。「親が離婚しているから」、「母子家庭だ
から」と言われないようにいつも気を張り、後
ろ指を指されないように頑張っていた。
離婚後父とは会っていない。父を怖い人と思
い、会うことはなかったが、自分が親になって、
父の生い立ちを考え、気の毒な育ち方をした人
と思うようになり、自分のルーツとして父の生
き方を詳しく知りたいと思うようになった。子
どもから祖父のことを聞かれるが、話せないで
いる。
事例３ 「離婚?冗談?本当?」
（離婚時11歳、現在10代男児)
離婚のかなり前から母から離婚するかもと聞
いていたが、冗談だろうと思っていた。引越屋
が来て、本当に引越するのだと思った。離婚し
ないでほしいことを言ったが聞いてもらえなか
った。離婚しないでほしかった。父は涙もろく
なった。親の離婚でいいことなんて一つもない。
子どもの思いをまとめると、①自分も家族の
一員であり、当事者の一人ということを忘れな
いでほしい。親が勝手に決めないでほしい。き
ちんと説明してほしい。②「言わないけど察し
てほしい」という姿勢に逃げこまないでほしい。
③転校しなくてすむか等、離婚によって予想さ
れる生活の変化について聞きたい。野球、サッ
カー、友達、習い事がどうなるか知りたい。④
単に「別れることになった」という結論だけで
なく、父母がどういう話合いをしたか、それぞ
れがどういう考えでこうなったかを、親になっ
た責任を果たす意味でも説明してほしいという
ことになる。
「子どもが生きている世界」としての生活環境
の変化は親が思っている以上に子どもにとって
は重要なことであり、非常につらいことである
ことが窺える。
意見を聞かれて、はっきりと自分の意見を言
う子どもがいるが、自由に意見を言える雰囲気
ではないこと、「自分が何か言うことで、離婚や
どちらの親と住むかが決まってしまうのではな
いか」という責任の重さに何も言えなくなって
いる子どももおり、離婚後１年しか経過してい
ない人も、20年、30年以上経過している人も、
親の離婚による混乱と痛手は変らず、子どもは
どのように考えればいいのかわからない、困惑
しているという心情でいる。
親は、こうした親の離婚についての子どもの
思いをしっかりと受けとめ、「離婚は親の責任で
あること」、「どんなことがあっても子どもを愛
していること」、「離婚しても一生親子であるこ
と」、「会いたければ会えること」をはっきりと
子どもに伝えることが必要である。
(２) 離婚に対する意見
離婚に対する考え 離婚時(％) 現在(％)
離婚してよかった 19（20） 30（31）
離婚は仕方がない 24（25） 34（36）
離婚してほしく
なかった
30（31） 16（17）
分からない・その他 17（18） 10（10）
無回答 6（ 6） 6（ 6）
親の離婚を子どもはどのように受けとめてい
るかについて、離婚当時と現在と比較すると、
次のようにまとめられる。離婚当時は「離婚し
てよかった」と回答している子どもが20％、「離
婚は仕方がなかった」と回答している子どもが
25％であったのが、現在ではそれぞれ10％程度
増え、逆に「離婚してほしくなった」と回答し
ている子どもが31％から17％に、「分からない・
その他」と回答している子どもは18％であった
のが10％に減少している。
離婚当時には、「離婚してほしくなかった」「分
からない」と回答している子どもが49％であっ
たのが、現在では27％に減少し、現在の心境と
して「離婚は仕方がなかった」「離婚してよかっ
た」と回答し、離婚を受け入れ、肯定している
子どもは67％に達している。
この数字に示されている離婚当時と現在との
離婚に対する受けとめ方の変化は、離婚当時の
ショック、今後どうなるのか分からないという
将来の見通しが不明で、不安な状態から、ある
年月を経て家庭状況の変化や新しい環境に適応
し、現実を受け入れ、肯定することで現在の自
分を受け入れようとしていることが理解できる。
苦しみながらも、新しい環境への適応を通して
獲得した成長がこの変化をもたらしていると言
える。
(３)「子どものために離婚すべきではない」
という意見について子どもはどう考え
ているか
離婚についての意見 子どもの回答
離婚すべきではない 14（15％)
離婚すべきでないと
は言えない
42（44％)
どちらとも言えない 36（38％)
無回答 4（ 4％)
子どもの15％が子どものために「離婚すべき
ではない」と回答し、44％の子どもが「離婚す
べきではないとは言えない」と回答している。
子どもは離婚について肯定し、受け入れている
と思われる。しかし、「どちらとも言えない」と
回答している子どもが38％もいることは、肯定
も否定もできないという複雑な心情を反映して
いると思われる。
具体的にどのような意見を記載しているかに
ついて整理すると次のようになる。
離婚についての考え方
「離婚すべきではないという考え方」に賛成
15％
自分の存在感が不明になる
父親と母親がいることが自分の存在を実感
することが出来る。何故自分は生まれたの
かという悩みを抱かないですむ。
子どものため
子どもが可愛そう。両親がいることは子ど
もの心の安定になる。
親としての責任
親としての責任がある。片親ではできなこ
とがある。片親では取り返しがつかないこ
とがある。
その他
人間不信になる。結婚・出産・離婚などす
べて自分の思う通りにするという風潮に流
されてほしくない。
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「離婚すべきではない」とは思わない 44％
両親の不和はつらい
暴力など凄惨な状態が続くなら離婚した方
がいい。不和・日常的な喧嘩を見ているの
は辛い。不和の両親の下で育つことは子ど
もに良くない。子どもが不条理な恐怖を感
じる家庭ではよくない。崩壊家庭で育つの
は良くない。円満でないのは辛い。
離婚した方がいい
借金・ギャンブルなど子どもの手本になっ
ていない親であれば離婚もやむを得ない。
激しい喧嘩を子どもの前でするなら離婚し
た方がいい。離婚後の方が親や兄弟との仲
がよくなった。仲が悪いなら反って子ども
が迷惑する。愛情のない家庭で育っても子
どもの精神衛生上良くない。母の人生や自
分の体験から離婚で家族が幸せになること
が出来る可能性があることを知ったから。
離婚せずに悪影響があるより、離婚した方
がよいことがある。冷め切った会話を聞か
され、体裁を気にしているよりも良い。離
婚も自分には成長のステップになった。離
婚は決して後ろ向きの選択ではない。
親には親の人生がある
母親には母親の人生がある。一人の人権を
守るためには離婚もやむを得ない。親の人
生があるので子どもに縛られて人生を選択
するのは不幸。子どもの為に親の人生を犠
牲にすることはない。離婚するのは自由で
あり、否定する気持ちはない。子どもの為
に離婚しないでいられるのは子どもにとっ
ては迷惑。責任を子どもに押し付けないで
自分で選択して決めるべき。
親の幸せは子どもの幸せ
親自身が幸せでなければ子どもも幸せにな
れないから。親が元気で幸せな生活をして
いれば子どもも幸せになるから。父母が争
う声に不安だったが、離婚後はそういうこ
とがなくなった。無理して別れないでいる
ことは子どもには辛い。
その他
それぞれに色々な事情がある。
どちらとも言えない 38％
自分の存在感
自分がいるのはお父さんとお母さんが結婚
したからである。離婚してしまうと自分が
わからなくなる。
離婚は親の人生
離婚には子どもには分らないことがあると
思うので。子どもにはかなりマイナスだが
親の離婚は親の人生。子どもの為だけに生
きる必要はない。
離婚した方が良い
暴力から解放される。親の喧嘩や争いを見
るのは辛くていや。親の不和は耐えがたい。
子どものために離婚した方がいい場合もあ
る。両親がいなくても幸せになれるから。
父親との交流や養育費の支払いを受け、社
会人として成長した。
子どものために我慢して
愛のない結婚は辛いかもしれないが、子ど
もが親の犠牲になる。子どものためにある
程度は我慢してほしい。
その他
「普通の家族」がどんなものか、男女がどう
振舞っているのか分からない。父親として
どうあったらいいのかわからない。離婚す
るのであれば子どもが希望する時期に合せ
てほしい。両親が居る家庭に憧れている。
家庭不和の中で育つか、片親で寂しい思い
をするのかどちらがいいのか。夫々の家庭
の事情は異なるから。
「離婚して良かった」「離婚すべきではないと
は考えない」という子どもには、離婚前の冷た
い夫婦関係、夫婦喧嘩、飲酒、DV、借金取りな
どの不安定で、機能不全に陥っている家庭生活
から解放された安堵感があり、たとえ、経済的
には苦しくなっても、寂しくなっても、安心し
て家に帰れる状態になって、ほっとしている心
情が述べられている。その意味で離婚を肯定し
ているといえる。
「どちらとも言えない」と回答している子ども
が記載している内容をみると、「親の不和は耐え
がたい」「社会人として成長した」と離婚を肯定
し、離婚は親の人生だからと考えて、自分にと
っても良かったと述べている一方で、「愛のない
結婚はつらいかもしれないが、子どもの為には
離婚を我慢してほしい」「せめて離婚の時期は子
どもが納得する時期にしてほしい」「犠牲になる
のは子どもだ」という回答、「普通の家庭、普通
の男女関係が分らない」「父親がどういうものか
がわからない」という回答、「両親の離婚によっ
て自分は何故生まれてきたのかわからない」「片
親では出来ないこと、取り返しがつかないこと
がある」という切ない子どもの気持ちや家庭が
わからないので将来の家庭像が描けないという
不安などが回答されていることから、離婚は親
の問題であると同時に子どもにとっても大きな
問題であるといえる。
(４) 親の離婚のプラス・マイナスについて
ア プラスと思うこと・良かったこと
子ども達は親の離婚をどのように受けとめ、
どのような体験をしているのかについて、離婚
による得失－プラスとマイナスを中心に、調査
結果をまとめ、考察したい。
自分自身について
しっかりした。自立した。強くなった。自
分で解決する力をつけた。勉強で頑張った。
自分で解決する力をつけた。成長した。母
親に心配かけないようにした。人から言わ
れないように気を遣った。ハングリー精神
で頑張った。
他者との関係について
人の痛みや優しさが分る。他人の立場を考
える。他の人に気を配る。物事を深く考え
る。人生の意義を考える。プラス思考をす
る。いろいろな人生があることを理解する。
家族について
母が明るくなる。母が殴られる心配がなく
なる。家族が親密になる。両親の不和を見
なくてすむ。ピリピリとした生活から開放
される。両親を一人の人間としてみること
ができる。家族の大切さに気付く。
親の離婚について良かったこととして、年齢
を問わず、多くの子ども達は、離婚後は「家庭
が明るくなった」、「母親が殴られたりするのを
見なくてすみ、安心して家に帰ることができる
ようになった」というように、家庭が安全で、
安心な場となっていることを挙げている。また、
自分自身については「頑張った」「強くなった」
と述べ、離婚という環境の変化を受けて強くな
り、「離婚家庭の子どもと後ろ指を指されないよ
うに」あるいは「母親に心配かけないように」
と、逆境を乗り越えようと努めている姿が浮か
んでくる。それと共に、他者との関係では「人
の痛みや優しさを感じ取り、わかるようになっ
た」「人生の意義を考えるようになった」など、
人としての生き方や生き様、在り様について考
えるようになったと述べ、人としての成長の体
験として受けとめているといえる。
イ マイナスと思うこと・つらかったこと
自分自身について
進学を諦めた。進路変更をせざるを得なか
った。不安・孤独・どうしようもない寂し
さに苦しんだ。自分の存在は何だったのか
苦しんだ。嘘をつかなければならない場面
が多くなり、心身が疲れた。自己嫌悪や被
害感に苦しんだ。自分の存在場所がない。
自分は何か他の人とは違う。虚無感、不安
神経症・神経衰弱になり、医療機関に罹っ
た。今家庭をもっても離婚のトラウマがぬ
ぐえない現実で苦しんでいる。
友人関係
離婚後学校で友達と明るく家庭のことが話
せない。無邪気さのない「陰のある」子に
なった。親の離婚について話せず、家族や
親の話題になると身を引いてしまっていた。
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「離婚すべきではない」とは思わない 44％
両親の不和はつらい
暴力など凄惨な状態が続くなら離婚した方
がいい。不和・日常的な喧嘩を見ているの
は辛い。不和の両親の下で育つことは子ど
もに良くない。子どもが不条理な恐怖を感
じる家庭ではよくない。崩壊家庭で育つの
は良くない。円満でないのは辛い。
離婚した方がいい
借金・ギャンブルなど子どもの手本になっ
ていない親であれば離婚もやむを得ない。
激しい喧嘩を子どもの前でするなら離婚し
た方がいい。離婚後の方が親や兄弟との仲
がよくなった。仲が悪いなら反って子ども
が迷惑する。愛情のない家庭で育っても子
どもの精神衛生上良くない。母の人生や自
分の体験から離婚で家族が幸せになること
が出来る可能性があることを知ったから。
離婚せずに悪影響があるより、離婚した方
がよいことがある。冷め切った会話を聞か
され、体裁を気にしているよりも良い。離
婚も自分には成長のステップになった。離
婚は決して後ろ向きの選択ではない。
親には親の人生がある
母親には母親の人生がある。一人の人権を
守るためには離婚もやむを得ない。親の人
生があるので子どもに縛られて人生を選択
するのは不幸。子どもの為に親の人生を犠
牲にすることはない。離婚するのは自由で
あり、否定する気持ちはない。子どもの為
に離婚しないでいられるのは子どもにとっ
ては迷惑。責任を子どもに押し付けないで
自分で選択して決めるべき。
親の幸せは子どもの幸せ
親自身が幸せでなければ子どもも幸せにな
れないから。親が元気で幸せな生活をして
いれば子どもも幸せになるから。父母が争
う声に不安だったが、離婚後はそういうこ
とがなくなった。無理して別れないでいる
ことは子どもには辛い。
その他
それぞれに色々な事情がある。
どちらとも言えない 38％
自分の存在感
自分がいるのはお父さんとお母さんが結婚
したからである。離婚してしまうと自分が
わからなくなる。
離婚は親の人生
離婚には子どもには分らないことがあると
思うので。子どもにはかなりマイナスだが
親の離婚は親の人生。子どもの為だけに生
きる必要はない。
離婚した方が良い
暴力から解放される。親の喧嘩や争いを見
るのは辛くていや。親の不和は耐えがたい。
子どものために離婚した方がいい場合もあ
る。両親がいなくても幸せになれるから。
父親との交流や養育費の支払いを受け、社
会人として成長した。
子どものために我慢して
愛のない結婚は辛いかもしれないが、子ど
もが親の犠牲になる。子どものためにある
程度は我慢してほしい。
その他
「普通の家族」がどんなものか、男女がどう
振舞っているのか分からない。父親として
どうあったらいいのかわからない。離婚す
るのであれば子どもが希望する時期に合せ
てほしい。両親が居る家庭に憧れている。
家庭不和の中で育つか、片親で寂しい思い
をするのかどちらがいいのか。夫々の家庭
の事情は異なるから。
「離婚して良かった」「離婚すべきではないと
は考えない」という子どもには、離婚前の冷た
い夫婦関係、夫婦喧嘩、飲酒、DV、借金取りな
どの不安定で、機能不全に陥っている家庭生活
から解放された安堵感があり、たとえ、経済的
には苦しくなっても、寂しくなっても、安心し
て家に帰れる状態になって、ほっとしている心
情が述べられている。その意味で離婚を肯定し
ているといえる。
「どちらとも言えない」と回答している子ども
が記載している内容をみると、「親の不和は耐え
がたい」「社会人として成長した」と離婚を肯定
し、離婚は親の人生だからと考えて、自分にと
っても良かったと述べている一方で、「愛のない
結婚はつらいかもしれないが、子どもの為には
離婚を我慢してほしい」「せめて離婚の時期は子
どもが納得する時期にしてほしい」「犠牲になる
のは子どもだ」という回答、「普通の家庭、普通
の男女関係が分らない」「父親がどういうものか
がわからない」という回答、「両親の離婚によっ
て自分は何故生まれてきたのかわからない」「片
親では出来ないこと、取り返しがつかないこと
がある」という切ない子どもの気持ちや家庭が
わからないので将来の家庭像が描けないという
不安などが回答されていることから、離婚は親
の問題であると同時に子どもにとっても大きな
問題であるといえる。
(４) 親の離婚のプラス・マイナスについて
ア プラスと思うこと・良かったこと
子ども達は親の離婚をどのように受けとめ、
どのような体験をしているのかについて、離婚
による得失－プラスとマイナスを中心に、調査
結果をまとめ、考察したい。
自分自身について
しっかりした。自立した。強くなった。自
分で解決する力をつけた。勉強で頑張った。
自分で解決する力をつけた。成長した。母
親に心配かけないようにした。人から言わ
れないように気を遣った。ハングリー精神
で頑張った。
他者との関係について
人の痛みや優しさが分る。他人の立場を考
える。他の人に気を配る。物事を深く考え
る。人生の意義を考える。プラス思考をす
る。いろいろな人生があることを理解する。
家族について
母が明るくなる。母が殴られる心配がなく
なる。家族が親密になる。両親の不和を見
なくてすむ。ピリピリとした生活から開放
される。両親を一人の人間としてみること
ができる。家族の大切さに気付く。
親の離婚について良かったこととして、年齢
を問わず、多くの子ども達は、離婚後は「家庭
が明るくなった」、「母親が殴られたりするのを
見なくてすみ、安心して家に帰ることができる
ようになった」というように、家庭が安全で、
安心な場となっていることを挙げている。また、
自分自身については「頑張った」「強くなった」
と述べ、離婚という環境の変化を受けて強くな
り、「離婚家庭の子どもと後ろ指を指されないよ
うに」あるいは「母親に心配かけないように」
と、逆境を乗り越えようと努めている姿が浮か
んでくる。それと共に、他者との関係では「人
の痛みや優しさを感じ取り、わかるようになっ
た」「人生の意義を考えるようになった」など、
人としての生き方や生き様、在り様について考
えるようになったと述べ、人としての成長の体
験として受けとめているといえる。
イ マイナスと思うこと・つらかったこと
自分自身について
進学を諦めた。進路変更をせざるを得なか
った。不安・孤独・どうしようもない寂し
さに苦しんだ。自分の存在は何だったのか
苦しんだ。嘘をつかなければならない場面
が多くなり、心身が疲れた。自己嫌悪や被
害感に苦しんだ。自分の存在場所がない。
自分は何か他の人とは違う。虚無感、不安
神経症・神経衰弱になり、医療機関に罹っ
た。今家庭をもっても離婚のトラウマがぬ
ぐえない現実で苦しんでいる。
友人関係
離婚後学校で友達と明るく家庭のことが話
せない。無邪気さのない「陰のある」子に
なった。親の離婚について話せず、家族や
親の話題になると身を引いてしまっていた。
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親の離婚について訊ねられるのが嫌だった。
対人関係
自分のことを開けっぴろげに何でも話すこ
とが出来なくなった。余り他人に深入りさ
れたくないと自分で殻を作ってしまうよう
になった。人が信じられなくなった。大人
不信になった。人との衝突をさけるように
なった
家庭関係
家庭や父親、母親というものが分らない。
両親が揃っている雰囲気が分らない。実家
がない。頼れない。将来結婚しても離婚し
てしまうのではないかと思うと不安。結婚
しても母親になる気になれない。子どもが
生まれて、ママ友達に「実家はどこ?」と
聞かれると憂鬱になる。
社会関係
父なし子、片輪者、半端者と言っていじめ
られた。就職の内定が母子家庭ということ
で取り消された。離婚家庭の子は欠陥があ
るように見られて涙を流した。親が離婚し
たことで「正しくない家庭」と世間的に見
られ辛かった。交際相手の親から親の離婚
について聞かれ辛かった。相手の親の意見
で、結婚が取り消しになった。親やきょう
だいと姓が違い、病院などで色々と聞かれ
た。励ましのつもりとは思うが、複雑な家
庭なのに頑張っていると級友の前で先生に
言われて辛かった。
親の離婚によるマイナスとして、不安・孤独・
寂しさに苦しみ、苦しむ自分を責めて自己嫌悪
に悩み、被害感に悩んでいるなどの訴えが多い。
心身ともに疲れ、そのために追い詰められ、精
神的に不安定になって自殺を図ったり、精神科
を受診し、治療を受けたりしている者もいる。
「羽が片方折れているような気持ちを抱えて
いる」、「親の離婚は成人していても悲しいこと
でした。夫婦が傷つけ合い、子どもに悪影響を
与えるならば別れて暮らした方がいい場合もあ
るかもしれませんが、子どもにとって親の離婚
はそれ以上に心に深く傷つくことだと思いま
す」（離婚時24歳、現在34歳）、「親に心配をかけ
ないようにしっかりとしていい子どもを演じて
きました。本当の弱い自分を異性に素直に見せ
ることが出来ず、永遠に続くものはないと、一
生結婚もせず、子どもも産まない人生を考えて
きました。別れてしまうのが怖かった。いずれ
は別れがくるものと決めつけていましたから
…」（離婚時７歳、現在32歳）、「親が離婚すると
決まって数ヶ月は不安神経症になり、心療内科
に通った。カウンセリングを受けて、親は私と
は別人格の大人で夫々の事情があると少しずつ
理解できるようになった。」（離婚時21歳、現在
23歳）というように、親の離婚時に幼かった人
も成人となっていた人も、また離婚後何年経過
していても、親の離婚は子どもの心に大きな傷
跡を残している。しかし、「まだ完全に親を許せ
ません。出来ることなら夢であってほしい。他
人の幸せな家庭を見るとどうして私だけが…と
思うこともある。でも、迷いの中から新しい自
分を発見する時、人はもっと強くなれるのだと
思います。…明けない夜はありません。夜明け
前はどんなに暗くても、いつか光がさすのでし
ょう…」（離婚時21歳、現在23歳）という言葉に
あるように、子ども達は苦しさの中にあっても、
苦しみから抜け出そうと努めている。
離婚について子どもが最も大きなマイナスと
考える傷や悩みは自己感の傷つきや喪失であり、
それは他者との関係や社会との関係へ発展して
いく。父親と母親がいて、父親と母親が愛し合
うことによって自分が生まれたということ、自
分は父親と母親に愛される存在であると実感す
ることを通して自己感が芽生え、さらに日常生
活を共にすることを通して、自己を確たる存在
として実感できるようになるのだが、両親との
生活体験を失うことにより、自己の存在の足場
を失い、自分の誕生は何だったのかという自己
喪失感に苦しむことになる。自己喪失感は友達
との関係に溝を感じることとなり、それが他者
との関係に、さらには社会との関係に広がり、
深刻化していく。自分の家庭は、「父親と母親が
いる普通の家庭ではない」と感じることが、自
分は「普通の人間」ではないのではないかとい
う悩みに発展していくのである。この背景には
「離婚家庭は正常ではない」、「父なし子」「片輪
者」という社会の目や偏見がある。
「正直、社会の偏見は今だにあります。自分の
努力ではどうにもならないことであれこれ言わ
れることは本当に辛い」「離婚というのは普通の
家庭にはない、とても恥ずかしいことだと思っ
ていたので、正直に両親の離婚を話せず、嘘を
ついてしまい、それが積み重なってくると嘘を
ついた罪悪感が増してとても苦痛だった」（離婚
時８歳、現在30歳女性）と述べている。
両親の離婚後、母親と暮らした女性（離婚時
17歳、現在34歳）は、「離婚当時は離婚してほし
くなかった。親しい友達に親が離婚したことは
言えず、誰にも相談せず自分で解決するように
してきた。」と言っているが、「両親が離婚して
いなかったら、私はもっとわがままで、一人で
はなにも出来ないような人になっていたように
思う。不安ながら一人で頑張ってきて強くなっ
たと思う。その意味では両親が離婚したことが
プラスになっていると思う。」と述べ、苦しみな
がらも、両親の離婚を成長のステップとして受
けとめている。
(５) 離婚した父親・母親に求めていること
96人の子どものうち、離婚後父親と暮らした
者16人、母親と暮らした者70人であったが、離
婚という現実を子どもなりに理解しようと努め
ている子ども達は離婚した父親・母親に対して
どのようなことを考え、何を期待し、何を求め
ているのかについて、考察したい。
ア 父親に求めていること
最も多いのが「養育費・学費などの金銭的援
助」であり、次いで「面会交流など離婚後の関
わり」である。「離婚後も弱音を吐かず、尊敬で
きる親として生きていてほしい」という回答も
ある。
イ 母親に求めていること
「よく頑張っているし、今のままで十分」とす
る回答が最も多いが、「投げやりになったり、子
どもに依存したりしないで、しっかり生きてい
てほしい」と回答する子どもが多い。母親の苦
労を理解した上で、なお親役割をしっかり担っ
てほしい、甘えさせてほしいという子どもの気
持ちが述べられている。
子ども達は、心を痛めながら、両親の離婚を
受けとめ、父親、母親それぞれに気遣っている。
それだけに、父親、母親双方離婚した親が相手
の悪口をいうことには耐えられない思いでいる。
相手の悪口は自分に流れている血の否定と子ど
もは受けとめ、自己肯定感や自己存在感が否定
されていると感じているのである。そして、何
よりも、子どもの心の傷に気づいてほしいと願
っている。
それと同時に、父親、母親双方に求めている
ことは、それぞれがその「人生を精一杯生きて
いってもらいたい」ということであり、たとえ
会うことが出来なくても、「頑張って生きていて
ほしい」と願っている。その気持ちが「いつか
親に会った時にこんな風に自分も頑張ってきた
と言えるように生きていきたい」という思いと
なって、親の離婚を受けとめ、乗り越えていく
力となっているのである。
(６) 子どもは親の離婚をどう乗り越えてき
たか
子ども達は、どのように親の離婚を乗り越え
てきたのか、当時の思いを振り返って回答して
もらった内容を整理すると、次のようにまとめ
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親の離婚について訊ねられるのが嫌だった。
対人関係
自分のことを開けっぴろげに何でも話すこ
とが出来なくなった。余り他人に深入りさ
れたくないと自分で殻を作ってしまうよう
になった。人が信じられなくなった。大人
不信になった。人との衝突をさけるように
なった
家庭関係
家庭や父親、母親というものが分らない。
両親が揃っている雰囲気が分らない。実家
がない。頼れない。将来結婚しても離婚し
てしまうのではないかと思うと不安。結婚
しても母親になる気になれない。子どもが
生まれて、ママ友達に「実家はどこ?」と
聞かれると憂鬱になる。
社会関係
父なし子、片輪者、半端者と言っていじめ
られた。就職の内定が母子家庭ということ
で取り消された。離婚家庭の子は欠陥があ
るように見られて涙を流した。親が離婚し
たことで「正しくない家庭」と世間的に見
られ辛かった。交際相手の親から親の離婚
について聞かれ辛かった。相手の親の意見
で、結婚が取り消しになった。親やきょう
だいと姓が違い、病院などで色々と聞かれ
た。励ましのつもりとは思うが、複雑な家
庭なのに頑張っていると級友の前で先生に
言われて辛かった。
親の離婚によるマイナスとして、不安・孤独・
寂しさに苦しみ、苦しむ自分を責めて自己嫌悪
に悩み、被害感に悩んでいるなどの訴えが多い。
心身ともに疲れ、そのために追い詰められ、精
神的に不安定になって自殺を図ったり、精神科
を受診し、治療を受けたりしている者もいる。
「羽が片方折れているような気持ちを抱えて
いる」、「親の離婚は成人していても悲しいこと
でした。夫婦が傷つけ合い、子どもに悪影響を
与えるならば別れて暮らした方がいい場合もあ
るかもしれませんが、子どもにとって親の離婚
はそれ以上に心に深く傷つくことだと思いま
す」（離婚時24歳、現在34歳）、「親に心配をかけ
ないようにしっかりとしていい子どもを演じて
きました。本当の弱い自分を異性に素直に見せ
ることが出来ず、永遠に続くものはないと、一
生結婚もせず、子どもも産まない人生を考えて
きました。別れてしまうのが怖かった。いずれ
は別れがくるものと決めつけていましたから
…」（離婚時７歳、現在32歳）、「親が離婚すると
決まって数ヶ月は不安神経症になり、心療内科
に通った。カウンセリングを受けて、親は私と
は別人格の大人で夫々の事情があると少しずつ
理解できるようになった。」（離婚時21歳、現在
23歳）というように、親の離婚時に幼かった人
も成人となっていた人も、また離婚後何年経過
していても、親の離婚は子どもの心に大きな傷
跡を残している。しかし、「まだ完全に親を許せ
ません。出来ることなら夢であってほしい。他
人の幸せな家庭を見るとどうして私だけが…と
思うこともある。でも、迷いの中から新しい自
分を発見する時、人はもっと強くなれるのだと
思います。…明けない夜はありません。夜明け
前はどんなに暗くても、いつか光がさすのでし
ょう…」（離婚時21歳、現在23歳）という言葉に
あるように、子ども達は苦しさの中にあっても、
苦しみから抜け出そうと努めている。
離婚について子どもが最も大きなマイナスと
考える傷や悩みは自己感の傷つきや喪失であり、
それは他者との関係や社会との関係へ発展して
いく。父親と母親がいて、父親と母親が愛し合
うことによって自分が生まれたということ、自
分は父親と母親に愛される存在であると実感す
ることを通して自己感が芽生え、さらに日常生
活を共にすることを通して、自己を確たる存在
として実感できるようになるのだが、両親との
生活体験を失うことにより、自己の存在の足場
を失い、自分の誕生は何だったのかという自己
喪失感に苦しむことになる。自己喪失感は友達
との関係に溝を感じることとなり、それが他者
との関係に、さらには社会との関係に広がり、
深刻化していく。自分の家庭は、「父親と母親が
いる普通の家庭ではない」と感じることが、自
分は「普通の人間」ではないのではないかとい
う悩みに発展していくのである。この背景には
「離婚家庭は正常ではない」、「父なし子」「片輪
者」という社会の目や偏見がある。
「正直、社会の偏見は今だにあります。自分の
努力ではどうにもならないことであれこれ言わ
れることは本当に辛い」「離婚というのは普通の
家庭にはない、とても恥ずかしいことだと思っ
ていたので、正直に両親の離婚を話せず、嘘を
ついてしまい、それが積み重なってくると嘘を
ついた罪悪感が増してとても苦痛だった」（離婚
時８歳、現在30歳女性）と述べている。
両親の離婚後、母親と暮らした女性（離婚時
17歳、現在34歳）は、「離婚当時は離婚してほし
くなかった。親しい友達に親が離婚したことは
言えず、誰にも相談せず自分で解決するように
してきた。」と言っているが、「両親が離婚して
いなかったら、私はもっとわがままで、一人で
はなにも出来ないような人になっていたように
思う。不安ながら一人で頑張ってきて強くなっ
たと思う。その意味では両親が離婚したことが
プラスになっていると思う。」と述べ、苦しみな
がらも、両親の離婚を成長のステップとして受
けとめている。
(５) 離婚した父親・母親に求めていること
96人の子どものうち、離婚後父親と暮らした
者16人、母親と暮らした者70人であったが、離
婚という現実を子どもなりに理解しようと努め
ている子ども達は離婚した父親・母親に対して
どのようなことを考え、何を期待し、何を求め
ているのかについて、考察したい。
ア 父親に求めていること
最も多いのが「養育費・学費などの金銭的援
助」であり、次いで「面会交流など離婚後の関
わり」である。「離婚後も弱音を吐かず、尊敬で
きる親として生きていてほしい」という回答も
ある。
イ 母親に求めていること
「よく頑張っているし、今のままで十分」とす
る回答が最も多いが、「投げやりになったり、子
どもに依存したりしないで、しっかり生きてい
てほしい」と回答する子どもが多い。母親の苦
労を理解した上で、なお親役割をしっかり担っ
てほしい、甘えさせてほしいという子どもの気
持ちが述べられている。
子ども達は、心を痛めながら、両親の離婚を
受けとめ、父親、母親それぞれに気遣っている。
それだけに、父親、母親双方離婚した親が相手
の悪口をいうことには耐えられない思いでいる。
相手の悪口は自分に流れている血の否定と子ど
もは受けとめ、自己肯定感や自己存在感が否定
されていると感じているのである。そして、何
よりも、子どもの心の傷に気づいてほしいと願
っている。
それと同時に、父親、母親双方に求めている
ことは、それぞれがその「人生を精一杯生きて
いってもらいたい」ということであり、たとえ
会うことが出来なくても、「頑張って生きていて
ほしい」と願っている。その気持ちが「いつか
親に会った時にこんな風に自分も頑張ってきた
と言えるように生きていきたい」という思いと
なって、親の離婚を受けとめ、乗り越えていく
力となっているのである。
(６) 子どもは親の離婚をどう乗り越えてき
たか
子ども達は、どのように親の離婚を乗り越え
てきたのか、当時の思いを振り返って回答して
もらった内容を整理すると、次のようにまとめ
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られる。
具体的内容
自分で解決してきた 35人
自分との対話。自分を見つめた。ありのま
まの自分を受け入れた。日記を書いた。自
分に言い聞かせた。胸の中に納めるように
した。我慢した。しっかりするように自分
に言い聞かせた。思いっきり泣いた。集中
力を鍛えた。向上心をもった。宗教書など
本を読んだ。
友達と話した 15人
同じ環境の友達と話した。友達に励まされ
た。
人と話した 10人
祖父母、きょうだい、恋人など色々な人と
話して解決した。
考えないようにした（否認） 12人
思い出さないようにした。心に封印した。
打ち込んだ（躁的防衛） ７人
部活、趣味など夢中になれるもの、楽しい
ことに打ち込んだ。忙しくした。何か打ち
込めるものが大事。
専門家による援助 ５人
カウンセラー、精神科医と話し、治療を受
けた。
時間が解決した ４人
あきらめた ４人
その他 ２人
良い子を演じた。親に反抗した。
解決していない ５人
自分の体験を踏まえて、今後親が離婚しよう
としている子どもへのアドバイスとして以下の
ような助言を挙げている。具体的なアドバイス
を見ると次のようにまとめられる。
アドバイス
自分自身について
自分を卑下しないで。一つの経験、ステッ
プ、バネとして成長してほしい。自分を責
めないで。自分を大切にして。自分の気持
を大切に。しっかり考え、強くなってほし
い。自分の道をしっかりみつめてほしい。
前向きに。プラス思考をして頑張って。自
分の力を信じて。自分の弱さを出して。無
理に良い子をしないように。
離婚について
離婚ははずかしいことではない。離婚は親
の問題であって、子どもは悪くない。別れ
た方がいいこともある。いろいろな家庭、
いろいろな人生があることを考えて。
親について
離婚していても、父親・母親であることは
変らない。親の愛情を信じて。親との絆を
深めて。親を恨む気持ちが出てくると思う
けれども親を信じて乗り切って。子どもの
ことを一番に考えていても別れることはあ
る。子が努力しても親は戻らないことを受
けとめて。親には親の人生があることをわ
かって。親は完全な人ではない。親に、自
分の意見や言いたいことは我慢せずに言う
こと。言わないでよくなることはないし、
後で後悔することになる。たとえ受け入れ
られなくても粘り強く自分の意見や不満は
親に伝えた方がいい。
悩みの解決について
時間が解決してくれる。きっと良い日がく
ることを信じて。
その他
相談できる人を作っておくように。一人じ
ゃないよ。たくさんの本を読んで。苦しい
思いをした分だけ自分で生きる力がつく。
日記を書いたり、本を読んだり、自分に言い
聞かせてきたりして自分で解決したという子ど
も、部活や趣味などに打ち込んだり、心に封印
して考えないようにしたという子どもが最も多
い。また、同じ環境の友達と出会い、祖父母・
きょうだい・恋人等と話して解決したという子
どももいるが、カウンセラー・精神科医の治療
を受けたという子どももいる。
(７) 子どもが求めている援助
子どもは親の離婚を受けとめ、乗り越えるた
めにどのような援助を求めているのであろうか。
経済的な援助
学費などについての援助が必要。
精神面への援助
メンタル面についてカウンセラーに聞いて
もらいたい。
専門的な相談機関による援助
離婚当事者と子どもをフォローする機関が
ほしい。具体的な解決はなくても家庭問題
を話したり、相談したりできるバックアッ
プシステムがほしい。弁護士など専門家に
相談にのってもらいたい。
自助グループ
同じような体験の子どもとの交流をするこ
とで心の中に閉じ込めていた痛みを放つこ
とが出来るのではないか。気持ちが楽にな
るのではないか。話すことが必要と実感し
ている。
ア 経済的援助―生活費、学費などの援助
両親が離婚して子どもが直面する問題として
経済的な問題が大きい。子どもを引き取った母
親は生活費や教育費のために就労するが、中に
は昼夜就労する母親もいる。離婚時に養育費の
取り決めをしていない、取り決めの話し合いが
できないなど父親からの養育費の支払いがない
家庭が多いが、父親から養育費が支払われてい
ても、それだけで学費を賄うことはできず、養
育費を取り決めていても、支払いが滞りがちに
なったり、中断してしまったりすることも多く、
母親に引き取られた子ども達は高校、大学など
への進学を諦める、あるいは進学先を変更せざ
るを得ないことが多い。今回の調査で、子ども
から離婚した父親への要望で最も多かったのが
経済的援助で、「養育費を毎月支払ってほしい」
というものであった。制度として奨学金制度の
充実を求める要望も寄せられている。
イ 精神的な援助－話し相手・相談相手
親しい友達に両親が離婚したことを話せず、
会話が家庭に触れることを避ける気持ちから友
達関係が疎遠になってしまったと、友達との関
係に苦しんでいる子どもが多い。多くの子ども
は、親の離婚をどう受けとめたらいいのかと悩
み、自分が悪いから両親が離婚したのではない
かと罪悪感を抱き、今後どう生きていったらい
いのかなどの悩みを抱えている。親は、離婚後
の生活の立て直しや自分自身の気持ちの整理な
ど精一杯で、心身共に疲れていて、時間的にも
精神的にも、子どもと向き合い、話す余裕が乏
しくなりがちである。このような親を気遣って
親に悩みを打ち明けられず、苦しんでいる子ど
もからは「話を聞いてもらいたい」という要望
が強い。
話し相手、相談相手として、子ども達が挙げ
ているものを整理すると、次のように分けられ
る。第１は自助グループ、第２は親戚・知人・
地域の人など身近な人、第３は専門家―スクー
ルカウンセラー・カウンセラー・弁護士などと
なる。
① 自助グループ
同じ体験をしている子ども達と交流すること
で心の中に閉じ込めていた痛みを放つことが出
来るのではないか、話すことで気持ちが楽にな
るのではないかと述べ、胸の内を心置きなく話
すことができる相手を求めている。
② 親戚・知人・地域の人
離婚を知っている祖父母、おじ・おば、いと
こ、近所の人などが、話し相手・相談相手とし
て、黙って見守ってくれていて、何かの折に話
し相手になってくれ、そういう人が自分の身近
にいることで気持ちが支えられたという回答を
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られる。
具体的内容
自分で解決してきた 35人
自分との対話。自分を見つめた。ありのま
まの自分を受け入れた。日記を書いた。自
分に言い聞かせた。胸の中に納めるように
した。我慢した。しっかりするように自分
に言い聞かせた。思いっきり泣いた。集中
力を鍛えた。向上心をもった。宗教書など
本を読んだ。
友達と話した 15人
同じ環境の友達と話した。友達に励まされ
た。
人と話した 10人
祖父母、きょうだい、恋人など色々な人と
話して解決した。
考えないようにした（否認） 12人
思い出さないようにした。心に封印した。
打ち込んだ（躁的防衛） ７人
部活、趣味など夢中になれるもの、楽しい
ことに打ち込んだ。忙しくした。何か打ち
込めるものが大事。
専門家による援助 ５人
カウンセラー、精神科医と話し、治療を受
けた。
時間が解決した ４人
あきらめた ４人
その他 ２人
良い子を演じた。親に反抗した。
解決していない ５人
自分の体験を踏まえて、今後親が離婚しよう
としている子どもへのアドバイスとして以下の
ような助言を挙げている。具体的なアドバイス
を見ると次のようにまとめられる。
アドバイス
自分自身について
自分を卑下しないで。一つの経験、ステッ
プ、バネとして成長してほしい。自分を責
めないで。自分を大切にして。自分の気持
を大切に。しっかり考え、強くなってほし
い。自分の道をしっかりみつめてほしい。
前向きに。プラス思考をして頑張って。自
分の力を信じて。自分の弱さを出して。無
理に良い子をしないように。
離婚について
離婚ははずかしいことではない。離婚は親
の問題であって、子どもは悪くない。別れ
た方がいいこともある。いろいろな家庭、
いろいろな人生があることを考えて。
親について
離婚していても、父親・母親であることは
変らない。親の愛情を信じて。親との絆を
深めて。親を恨む気持ちが出てくると思う
けれども親を信じて乗り切って。子どもの
ことを一番に考えていても別れることはあ
る。子が努力しても親は戻らないことを受
けとめて。親には親の人生があることをわ
かって。親は完全な人ではない。親に、自
分の意見や言いたいことは我慢せずに言う
こと。言わないでよくなることはないし、
後で後悔することになる。たとえ受け入れ
られなくても粘り強く自分の意見や不満は
親に伝えた方がいい。
悩みの解決について
時間が解決してくれる。きっと良い日がく
ることを信じて。
その他
相談できる人を作っておくように。一人じ
ゃないよ。たくさんの本を読んで。苦しい
思いをした分だけ自分で生きる力がつく。
日記を書いたり、本を読んだり、自分に言い
聞かせてきたりして自分で解決したという子ど
も、部活や趣味などに打ち込んだり、心に封印
して考えないようにしたという子どもが最も多
い。また、同じ環境の友達と出会い、祖父母・
きょうだい・恋人等と話して解決したという子
どももいるが、カウンセラー・精神科医の治療
を受けたという子どももいる。
(７) 子どもが求めている援助
子どもは親の離婚を受けとめ、乗り越えるた
めにどのような援助を求めているのであろうか。
経済的な援助
学費などについての援助が必要。
精神面への援助
メンタル面についてカウンセラーに聞いて
もらいたい。
専門的な相談機関による援助
離婚当事者と子どもをフォローする機関が
ほしい。具体的な解決はなくても家庭問題
を話したり、相談したりできるバックアッ
プシステムがほしい。弁護士など専門家に
相談にのってもらいたい。
自助グループ
同じような体験の子どもとの交流をするこ
とで心の中に閉じ込めていた痛みを放つこ
とが出来るのではないか。気持ちが楽にな
るのではないか。話すことが必要と実感し
ている。
ア 経済的援助―生活費、学費などの援助
両親が離婚して子どもが直面する問題として
経済的な問題が大きい。子どもを引き取った母
親は生活費や教育費のために就労するが、中に
は昼夜就労する母親もいる。離婚時に養育費の
取り決めをしていない、取り決めの話し合いが
できないなど父親からの養育費の支払いがない
家庭が多いが、父親から養育費が支払われてい
ても、それだけで学費を賄うことはできず、養
育費を取り決めていても、支払いが滞りがちに
なったり、中断してしまったりすることも多く、
母親に引き取られた子ども達は高校、大学など
への進学を諦める、あるいは進学先を変更せざ
るを得ないことが多い。今回の調査で、子ども
から離婚した父親への要望で最も多かったのが
経済的援助で、「養育費を毎月支払ってほしい」
というものであった。制度として奨学金制度の
充実を求める要望も寄せられている。
イ 精神的な援助－話し相手・相談相手
親しい友達に両親が離婚したことを話せず、
会話が家庭に触れることを避ける気持ちから友
達関係が疎遠になってしまったと、友達との関
係に苦しんでいる子どもが多い。多くの子ども
は、親の離婚をどう受けとめたらいいのかと悩
み、自分が悪いから両親が離婚したのではない
かと罪悪感を抱き、今後どう生きていったらい
いのかなどの悩みを抱えている。親は、離婚後
の生活の立て直しや自分自身の気持ちの整理な
ど精一杯で、心身共に疲れていて、時間的にも
精神的にも、子どもと向き合い、話す余裕が乏
しくなりがちである。このような親を気遣って
親に悩みを打ち明けられず、苦しんでいる子ど
もからは「話を聞いてもらいたい」という要望
が強い。
話し相手、相談相手として、子ども達が挙げ
ているものを整理すると、次のように分けられ
る。第１は自助グループ、第２は親戚・知人・
地域の人など身近な人、第３は専門家―スクー
ルカウンセラー・カウンセラー・弁護士などと
なる。
① 自助グループ
同じ体験をしている子ども達と交流すること
で心の中に閉じ込めていた痛みを放つことが出
来るのではないか、話すことで気持ちが楽にな
るのではないかと述べ、胸の内を心置きなく話
すことができる相手を求めている。
② 親戚・知人・地域の人
離婚を知っている祖父母、おじ・おば、いと
こ、近所の人などが、話し相手・相談相手とし
て、黙って見守ってくれていて、何かの折に話
し相手になってくれ、そういう人が自分の身近
にいることで気持ちが支えられたという回答を
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寄せている。
③ 専門家―スクールカウンセラー・弁護士
等
空気のように感じていた両親（父親・母親）
を失い、安心と安全を失った子ども、親に捨て
られたのではないか、子どもへの愛情がないか
ら離婚したのではないかと悩み、自己肯定感や
自尊感情が揺らぎ、罪悪感に悩んでいる子ども
は、心理の専門家であるカウンセラーに話を聞
いてもらいたい、自己存在感を取り戻したいと
訴えており、専門家によるケアを求めている。
会いたくても会えない親との交流や養育費の問
題などについては弁護士などの専門家に相談し
たいという声もある。自殺企図や神経症に悩ん
で心療内科や精神科などの医療機関に罹り、服
薬や心理療法を受けている子どももいる。
「当事者や子どもをフォローする機関がほし
い」「具体的な解決はなくても家庭問題を話した
り、相談したりできるようなバックアップシス
テムを考えて欲しい」という声が強い。比較的
若い年齢層では学校の教師やスクールカウンセ
ラーに支えてもらっているという回答があり、
親からは全校にスクールカウンセラーを配置し
てもらいたいという声もあり、こうした立場の
人が積極的に受け皿になることが求められてい
るといえる。
６ まとめ
親の離婚を経験した子どもが親の離婚をどの
ように受けとめ、どのように乗り越えてきたの
か、どのような援助を求めているか、さらに子
どもにはどのような社会的援助が必要であるか
について、回答結果を整理してきたが、親の調
査結果も加えて考察し、まとめとしたい。
(１) 親と子の離婚についての考えについて
子どもの回答を見てきたが、親は離婚につい
てどう考えているのか、親と子の回答を比較し
て考察したい。
「離婚すべきではない」
という意見
子ども 親 合計
離婚すべきではない 14 7 21
そうとは言えない 42 69 111
どちらとも言えない 36 17 53
無 回 答 4 7 12
合 計 96 101 197
この結果は、同じ家庭の親子ではないので、
同じ環境や条件の親子の認識として比較するこ
とはできないが、その点を踏まえて検討してみ
たい。
親と子で差が見られるのは、「子どものために
離婚するべきではない」と考える者が子どもの
方に多く（親７％・子15％）、逆に「離婚しては
いけないとは言えない」と考える者が親の方が
多くなっている（親68％・子44％）。この結果か
らは次のようなことが考えられる。
親は、親子双方にとって離婚が必要であると
考えて離婚を決断するが、子どもは、心の準備
ができておらず、できれば別れてほしくないと
いう気持ちでいる、ということが言えよう。し
かし、その後、父母の諍いやその情緒的混乱に
巻き込まれず、安定した生活できるようになり、
また一緒に暮らしている親が一生懸命に生活す
る姿を見るという時間的な経過を経て、徐々に
現実が受け入れられるようになっていくのであ
ろう。
このことは、「親の離婚について子どもはどの
ように考え、受けとめているか」で、離婚当時
は「離婚してほしくなかった」と回答していた
子ども、「分からない」と回答している子ども
が、時間の経過と共に減少し、逆に「離婚して
良かった」（20→31％）、「離婚は仕方なかった」
（25→36％）という受けとめ方に変っていくと
いう経過とも関連している。
親は、父母が離婚することによって、一人親
家庭になってしまうことを心配する。しかし、
父母はもはや夫婦として関係を維持していくこ
とは相当に困難になってきており、夫婦として
離婚するべきか、子どもの父母として何とか繋
がっていく努力をしてみるかという葛藤状態に
陥る。夫婦関係が破綻してしまった状態で、離
婚を決断するほか方法はなくなってしまってい
るときの家庭を考えると、無理をして夫婦関係
を維持するには心身が限界状態になっていたり、
緊張していて暗い雰囲気の家庭生活になってし
まっていたりする。家庭内離婚のような仮面夫
婦の状態になっている場合もあるし、暴力やア
ルコール依存やギャンブル依存などの嗜癖状態
が起こっている場合もある。
このように明らかに無理のある状態を続ける
ことは夫婦双方ともに不可能であるし、子ども
達にも余計な気を遣わせてしまい、大きなスト
レスを感じさせてしまう。このようなときに母
親は心身ともに疲れ果てて、心身の症状が出た
り、子どもに八つ当たりしたりするような不適
応状態が生じて、非常に苦しい状態になってい
る。しかし離婚をすることで、子どもは父親と
一緒に生活できなくなり、さらに母親は経済的
に自立していかなければならないという大きな
課題を課せられるのである。
多くの母親は、自分自身と共に子どもたちに
も相当に厳しいことを心配しつつ、離婚を決断
する。そして、夫婦が離婚して、分れて生活す
ることで、これまでのしかかっていたストレス
が無くなることで元気が出て、子どもとの関係
も安定していくと考えている。母親が離婚に踏
み切ることで、夫婦の険悪な関係に捲き込まれ
ていた子どもはこれまでのストレスから解放さ
れる。そして、離婚に踏み切り、女手一つで子
ども達を育ててくれる母親を助けるべくがんば
る。母親と一緒に離婚家庭に対する社会的な偏
見や蔑視にも負けないようにしっかりとがんば
り、その過程で色々な人や生き方があることや
他者への優しさを知り、幅の広さや柔軟性など
人間的な成長を獲得していくのである。
母親は、一度離婚を決めたら、振り返らず、
前向きに生きていくことになる。このときには
母親の自立心と共に子ども達の自立心も芽生え
ていくことになる。離婚は、母親にとっても、
子どもにとっても、様々な困難を伴うが、大き
なチャレンジになるといえる。親の離婚が子ど
もにとってプラスをもたらすには子どものがん
ばりが期待されていることを忘れてはならない。
親の離婚によって、子どもが得るものがある
とはいえ、失うものや苦しみも大きい。両親の
離婚によって、父親との生活を失うことになる
子どもは、母親ほど割り切れない。お互い他人
の関係の父母は別れられても、子どもは血の繋
がった父との別れをそう容易には受けとめられ
ない。いざ別れるとなると「父親像」というの
は重みをもっており、自分の自己存在もゆるが
すことにもなりかねないような、ある種の空虚
感をもたらし、情緒不安定になる場合もある。
しかし子どもは母親が楽になれるのであればと
いう観点から、この現実を受けとめていくこと
が理解される。
(２) まとめ
夫婦として、親として、離婚を選択する際に
様々な苦しみを経験する。離婚に至るまでに数
年、あるいは数十年という苦しい年月がかかる
場合もある。夫婦間の話し合いでは解決せず、
調停あるいは裁判という過程を経て離婚に至る
場合もある。今回の調査では離婚を考え始めて
から離婚までに２年以上の期間を要したという
人が26％となっている。この間、子ども達は両
親の葛藤や争いを息を殺して見守っている。子
ども達はこれからの自分の生活はどうなるのか
― ―168― ―167
寄せている。
③ 専門家―スクールカウンセラー・弁護士
等
空気のように感じていた両親（父親・母親）
を失い、安心と安全を失った子ども、親に捨て
られたのではないか、子どもへの愛情がないか
ら離婚したのではないかと悩み、自己肯定感や
自尊感情が揺らぎ、罪悪感に悩んでいる子ども
は、心理の専門家であるカウンセラーに話を聞
いてもらいたい、自己存在感を取り戻したいと
訴えており、専門家によるケアを求めている。
会いたくても会えない親との交流や養育費の問
題などについては弁護士などの専門家に相談し
たいという声もある。自殺企図や神経症に悩ん
で心療内科や精神科などの医療機関に罹り、服
薬や心理療法を受けている子どももいる。
「当事者や子どもをフォローする機関がほし
い」「具体的な解決はなくても家庭問題を話した
り、相談したりできるようなバックアップシス
テムを考えて欲しい」という声が強い。比較的
若い年齢層では学校の教師やスクールカウンセ
ラーに支えてもらっているという回答があり、
親からは全校にスクールカウンセラーを配置し
てもらいたいという声もあり、こうした立場の
人が積極的に受け皿になることが求められてい
るといえる。
６ まとめ
親の離婚を経験した子どもが親の離婚をどの
ように受けとめ、どのように乗り越えてきたの
か、どのような援助を求めているか、さらに子
どもにはどのような社会的援助が必要であるか
について、回答結果を整理してきたが、親の調
査結果も加えて考察し、まとめとしたい。
(１) 親と子の離婚についての考えについて
子どもの回答を見てきたが、親は離婚につい
てどう考えているのか、親と子の回答を比較し
て考察したい。
「離婚すべきではない」
という意見
子ども 親 合計
離婚すべきではない 14 7 21
そうとは言えない 42 69 111
どちらとも言えない 36 17 53
無 回 答 4 7 12
合 計 96 101 197
この結果は、同じ家庭の親子ではないので、
同じ環境や条件の親子の認識として比較するこ
とはできないが、その点を踏まえて検討してみ
たい。
親と子で差が見られるのは、「子どものために
離婚するべきではない」と考える者が子どもの
方に多く（親７％・子15％）、逆に「離婚しては
いけないとは言えない」と考える者が親の方が
多くなっている（親68％・子44％）。この結果か
らは次のようなことが考えられる。
親は、親子双方にとって離婚が必要であると
考えて離婚を決断するが、子どもは、心の準備
ができておらず、できれば別れてほしくないと
いう気持ちでいる、ということが言えよう。し
かし、その後、父母の諍いやその情緒的混乱に
巻き込まれず、安定した生活できるようになり、
また一緒に暮らしている親が一生懸命に生活す
る姿を見るという時間的な経過を経て、徐々に
現実が受け入れられるようになっていくのであ
ろう。
このことは、「親の離婚について子どもはどの
ように考え、受けとめているか」で、離婚当時
は「離婚してほしくなかった」と回答していた
子ども、「分からない」と回答している子ども
が、時間の経過と共に減少し、逆に「離婚して
良かった」（20→31％）、「離婚は仕方なかった」
（25→36％）という受けとめ方に変っていくと
いう経過とも関連している。
親は、父母が離婚することによって、一人親
家庭になってしまうことを心配する。しかし、
父母はもはや夫婦として関係を維持していくこ
とは相当に困難になってきており、夫婦として
離婚するべきか、子どもの父母として何とか繋
がっていく努力をしてみるかという葛藤状態に
陥る。夫婦関係が破綻してしまった状態で、離
婚を決断するほか方法はなくなってしまってい
るときの家庭を考えると、無理をして夫婦関係
を維持するには心身が限界状態になっていたり、
緊張していて暗い雰囲気の家庭生活になってし
まっていたりする。家庭内離婚のような仮面夫
婦の状態になっている場合もあるし、暴力やア
ルコール依存やギャンブル依存などの嗜癖状態
が起こっている場合もある。
このように明らかに無理のある状態を続ける
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という不安、自分は生まれてきて良かったのか、
自分の為に両親は喧嘩をしているのではないか
などに悩み、ストレスにさらされている。そし
て、父親と母親に気遣いつつ、両親の離婚は仕
方がないと受けとめようとしている。中には、
離婚後も何とか両親と暮らせないかと思い続け
ている子どももいる。
こうした離婚に伴う様々なストレス下にある
子ども達が離婚を乗り越えるために何よりも必
要なことは精神面へのケアである。「胸の内に抱
えているものを誰かに聞いてもらいたい、話し
たい」という子ども達の声に向き合うという姿
勢が何よりも必要である。離婚後、「保育園や幼
稚園の保育士、学校の先生には事情を話し、密
接な関わりをもつようにしている」という親が
多いことから、子ども達と日頃接している教育
関係者には子ども達の心を理解して話を聴くこ
とが望まれる。その際に必要なことは、子ども
を「そっと見守ること」であり、子ども達が話
しやすい関係を構築していることである。「先生
に話したことで助けられた」と現在50歳の女性
が苦しかった高校時代を振り返っている一方で、
「励ましのつもりか、先生が『複雑な家庭なの
に頑張っている』と同級生に話したことで傷つ
いた」、「『父子家庭』という先生の一言で同級生
からいじめを受け、不登校になった」との声が
あり、子どもの視点に立った配慮や援助が求め
られている。また、「スクールカンセラーに支え
てもらった」という高校生、「スクールカウンセ
ラーを配置してもらいたい」との要望が親から
出されている。最近学校に配置されるようにな
っているスクールカンセラーは子ども達にとっ
て欠かせない存在となっているといえる。
「離婚当事者や子ども達をフォローする機関
がほしい」「具体的な解決はなくても家庭問題を
話したり、相談したりできるバックアップシス
テムを考えてほしい」という声があり、身近な
ところに相談できる機関が求められている。
また、社会的支援として、学童保育や児童館
などが充実すること、社会福祉協議会や民間の
諸団体が開催している様々な活動情報を広く流
し、参加しやすくすることも必要であろう。
アンケートには「親の離婚で受けた傷は消え
るものではないし、乗り越えることが出来ない」
という声がある一方で、「父母が離婚するときの
不安は並大抵のことではない。その時に信頼で
きる先生、スクールカウンセラ－など、父母以
外に話を聞いてくれる大人の存在がとても大切
であると思う。そのような大人たちに、自分の
不安な心の内を語ることは大きな支えになる。」
という声も寄せられており、離婚を乗り越える
には社会で支えることが必要である。
今回の調査に寄せられた多くの子ども達の声
を、大人や社会は真摯にうけとめ、心して聴く
ことが必要であろう。最後に子どもの声を紹介
したい。「捨てられた記憶は一生消えない。子ど
もの気持ちがすむまで待ってあげてほしい」、
「離婚しても親の責任は続くのだということを
初めて考えさせられた」、「両親が離婚していな
かったら、自分はもっとわがままで、一人では
何も出来ないような人になっていたように思う。
大学生になって不安ながら一人暮らしを始め、
その後も一人暮らしを続ける中で強くなったと
思うので、その意味で親の離婚がプラスになっ
ていると思う。その一方、離婚や家庭内暴力など
のことを打ち上げられず家族に関する話題に触
れられず、親友とも心から打ち解けられず、好き
な人にも素直になれずにいたことはマイナス面
だと思う。個人差もあると思うが、全く関係の
ない第三者がそのような悩みを聞いてくれるよ
うな機会があれば心強いのではないかと思う」
７ 今後の課題
調査に協力してくれた回答者の中に、これま
で親の離婚や離婚後の体験や離婚当時の苦しか
った気持ちなど自分の苦渋体験を第三者に話す
ことができて、「胸のつかえたが取れた」、「気持
ちの整理ができた」と謝辞を述べた人がいた。
過去の悩み、苦しんだ場面を想起することは辛
いことであったと思われるが、自分の中にわだ
かまっていたものを口にすることで、自分の過
去を整理し、過去を乗り越えることが出来たと
いうことであろう。
離婚の増加に伴い、親の離婚を経験した子ど
も達が増加していること、そして子ども達が胸
に抱いている痛みを受けとめ、そうした子ども
達のこころをケアすることが必要であることを
痛感させられた。そのためには出来るだけ多く
の人に、子ども達のこころの声を届けることの
必要を痛感させられた。
多様な価値観が交錯している、流動的な現在
社会にあって、家族はその流れの真っ只中にあ
って揺れ続けている。親が混乱している状況の
中で、子ども達は不安を抱えつつ、息を殺して
見ているしかないのであろうか。今後の家族の
姿がどうなっていくのか分かりにくいが、多様
な価値観をもった大人が形成する家族は多様な
家族となることは間違いない。確実なことは、
人は家族の中に生まれ、成長し、大人になって
いくことである。であれば、社会は、そして私
たちは、多様な家族を受けとめ、そこで成長す
る子どもを受け入れ、支えていかなければなら
ない。
今後も離婚は増加すると思われるが、離婚す
る際には、なぜ離婚するのか、離婚は子どもが
原因でないこと、離婚したら生活環境がどう変
るのかを子どもの年齢に合せて分かるように説
明し、子どもの気持ちを十分に聴いて、配慮す
ることが必要である。離婚原因がどうあろうと、
子どもは別れて暮らす親への思いを胸に秘め、
どちらの親からも愛されたいと願っている。た
とえ別れて暮らしても、両親が愛し合って生ま
れた子どもであり、生まれてきてよかったとい
う思いをもち続けるには、親と子をつなぐ絆の
一つとして、面会交流などの精神的支援と養育
費の支払いなど経済的支援とが必要であること
を、親は肝に銘じていることが求められている。
今回の調査に協力していただいた親の離婚を
経験した子ども達からの要望を受けて、子ども
達が自由に意見交換したり、大人や専門家から
助言を受けたりすることが出来る場を提供した
いと考え、インターネットを利用した意見交換
の場の提供を試行している。また、離婚後別居
親となった親と子どもとの交流を援助する活動
を行っている。こうした活動を通して、親の離
婚を経験した子ども達が自己喪失感の悩みを少
しでも軽減し、トラウマとなることがないよう
な援助活動を実施していることを付記しておき
たい。
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